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大
松
桂
右
八
尾
市
長
（
左
）
と

野
田
義
和
東
大
阪
市
長

50
％
（
２
万
円
で
３
万

円
分
購
入
で
き
る
）
と

い
う
今
ま
で
に
な
い
商

品
券
だ
。
全
世
帯
が
対

象
で
、
購
入
引
換
券
が

８
月
末
に
送
付
さ
れ

る
。
発
売
期
間
は
９
月

１
日
〜
12
月
28
日
、
発

売
場
所
は
東
大
阪
市
内

の
郵
便
局
お
よ
び
商
店

街
。65

歳
以
上
の
東
大
阪

市
民
に
は
５
千
円
分
の

ウ
ル
ト
ラ
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
が
無
料
配
布
さ

れ
る
。
ま
た
、令
和
２
年

４
月
28
日
〜
11
月
30
日

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
に

は
３
万
円
分
の
ウ
ル
ト

ラ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

が
無
料
配
布
さ
れ
る
。

ウルトラプレミアム商品券 発売ウルトラプレミアム商品券 発売

子どもが好きなボルダリングに挑戦する保育士

サザンオールスターズファンのダンディーな唐住康雄理事長

木の実こども創造館木の実こども創造館
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も
う
75
年
だ
。
原
爆
が
広
島
に
８
月
６

日
、８
月
９
日
に
は
長
崎
に
落
と
さ
れ
て
、

今
年
も
鎮
魂
の
日
が
来
た
。
昭
和
20
年
だ

が
「
昭
和
」
の
年
号
よ
り
も
西
暦
表
示
が

一
般
的
に
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
な
け
れ
ば
昭
和
39
年
（
１
９
６

４
年
）
以
来
、
56
年
ぶ
り
の
東
京
五
輪
で
盛
り
上

が
っ
た
だ
ろ
う
。

　

１
年
延
期
と
な
っ
た
が
、
変
異
の
可
能
性
も
あ

る
コ
ロ
ナ
の
終
息
は
、

全
世
界
で
確
認
さ
れ
な

け
れ
ば
開
催
は
難
し
く
な
る
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
国
家
間
の
紛
争
を
一
時
や

め
よ
う
と
い
う
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
る
休
戦
」

理
念
が
あ
っ
た
。
武
器
を
持
っ
て
戦
う
戦
争
も
、

武
器
は
持
た
ず
し
て
も
命
を
奪
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
の
闘
い
も
戦
争
と
考
え
れ
ば
よ
い
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
休
戦
の
間
に
商
業
主
義
や
政
治

問
題
な
ど
を
再
考
す
る
に
い
い
機
会
だ
。
２
０
２

４
年
開
催
で
も
よ
い
。

　

戦
後
75
年
特
集
の
な
か
、「
あ
な
た
の
理
解
と

関
心
が
問
題
解
決
の
後
押
し
に
な
り
ま
す
」「
自

由
に
帰
れ
な
い
故
郷
…
」。
政
府
広
報
・
内
閣
府
の

小
さ
な
広
告
。

　

何
に
、
ま
た
も
や
帰
省
の
お
願
い
か
。
な
ん
と

「
北
方
領
土
」
の
こ
と
で
、
歯は

ぼ

舞ま
い

群ぐ
ん

島と
う

、
色し

こ

丹た
ん

島と
う

、

国く
な

後し
り

島と
う

、
択え

と

捉ろ
ふ

島と
う

の
北
方
４
島
の
表
示
、
詳
し
く

は
「
北
方
対
策
本
部
」
検
索
と
あ
る
。「
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
北
方
４
島
」
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

産
経
新
聞
（
８
月
６
日
付
）
は
、
モ
ス
ク
ワ
支

局
発
「
ロ
シ
ア
非
常
事

態
省
に
よ
る
と
、
ジ
ニ

チ
ェ
フ
非
常
事
態
相
は
５
日
、
北
方
領
土
の
国
後

島
に
入
り
、
災
害
や
事
故
に
対
応
す
る
救
助
セ
ン

タ
ー
の
開
所
式
に
出
席
し
た
」
と
報
じ
た
。「
救

助
セ
ン
タ
ー
に
は
最
近
の
気
象
予
測
シ
ス
テ
ム
な

ど
を
備
え
、
同
様
の
施
設
が
近
く
択
捉
で
も
稼

働
」
と
い
う
が
、
気
象
シ
ス
テ
ム
や
医
療
施
設
な

ど
日
本
の
最
新
技
術
を
提
供
す
る
術
も
な
か
っ
た

の
か
。

　

近
年
、
北
方
は
ま
す
ま
す
遠
く
な
っ
た
。
そ
し

て
、
令
和
の
あ
ゆ
み
が
遅
い
よ
う
だ
。

晴耕雨読

戦
後
75
年
に
思
う

Ｇ
Ｆ
株
式
会
社

社長：王志敏
本社：大阪市東住吉区今林2―4―19
TEL 06-6757-8830
平野工場：大阪市平野区長吉六反1―7―20
TEL 06-6707-8868

ＧＦ株式会社

か
っ
て
い
て
も
、
外
食

が
多
か
っ
た
り
し
て
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
な

ら
な
い
。
昨
今
、
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
と
か
青
汁
と

い
っ
た
商
品
に
人
気
が

あ
る
よ
う
だ
。し
か
し
、

各
種
の
野
菜
を
摂
る
こ

と
に
は
及
ば
な
い
。

　

う
ど
ん
・
ラ
ー
メ
ン

は
じ
め
ほ
と
ん
ど
の
料

理
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
と
し

て
使
わ
れ
る
カ
ッ
ト
ネ

ギ
や
千
切
り
キ
ャ
ベ

ツ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス

ト
ラ
ン
の
各
種
料
理
に

　

日
々
の
食
事
で
野
菜

を
適
切
に
摂
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
は
分

用
い
ら
れ
て
い
る
様
々

な
カ
ッ
ト
野
菜
が
あ

る
。

　

無
論
、
各
店
舗
で

カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
事

例
も
多
い
だ
ろ
う
。
現

実
的
に
は
コ
ス
ト
の
問

題
、
仕
掛
り
原
料
や
残

存
材
料
の
処
理
等
々
の

点
で
、
各
店
舗
の
要
求

に
合
致
し
た
カ
ッ
ト
野

菜
が
評
判
を
呼
ん
で
い

る
。

　

Ｇ
Ｆ
株
式
会
社
の
王

志
敏
社
長
（
57
）
は
２

０
０
６
年
に
大
阪
市
東

住
吉
区
に
本
社
工
場
を

設
立
。必
死
に
働
い
て
、

様
々
な
お
客
様
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の
お
陰
で
順

調
な
船
出
が
で
き
た
。

　

本
社
工
場
は
カ
ッ
ト

ネ
ギ
に
専
念
し
、
カ
ッ

ト
幅
10
㎜
以
下
の
生
産

ラ
イ
ン
を
自
動
化
し
て

い
る
。
本
社
工
場
の
自

動
化
率
は
30
％
超
で
あ

る
。

　

納
入
客
先
の
増
加
と

様
々
な
商
品
ア
イ
テ
ム

の
要
求
も
あ
り
、
２
０

０
９
年
に
大
阪
市
平
野

区
に
平
野
工
場
を
設
立

し
た
。

　

平
野
工
場
の

中
山
武
子
工
場

長
（
53
）
は
平

野
工
場
設
立
時

に
入
社
し
、
工

場
全
体
を
管
理

し
て
清
潔
で
安

全
な
カ
ッ
ト
野

菜
の
出
荷
に
努

め
て
い
る
。

　

同
社
の
生
産

の
流
れ
は
、
①

素
材
（
倉
庫
で

予
冷
）、
②
開

梱
、
③
ト
リ
ミ

ン
グ
、
④
１
次

殺
菌
、
⑤
カ
ッ

ト
加
工
、
⑥
２

次
殺
菌
、
⑦

す
す
ぎ
、
⑧
脱

水
、
⑨
包
装
、

⑩
金
属
探
知
検

査
、⑪
予
冷（
品

質
保
持
の
た

め
摂
氏
７
℃

以
下
を
維
持
）、

⑫
出
荷
。
こ
の
工
程
を

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
サ
イ

ク
ル
で
行
っ
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｆ
株
式
会
社
の

モ
ッ
ト
ー
は
「
整
理
・

整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
躾
」

に
プ
ラ
ス
２
項
目
「
洗

浄
・
殺
菌
」。
７
Ｓ
を

毎
日
実
践
し
て
い
る
。

　

平
野
工
場
で
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
・
人
参
・
大

根
な
ど
を
各
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
清
潔
な
白
い
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
作
業
者

が
心
を
こ
め
て
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
処
理
し
て
い

る
。

　

王
社
長
に
「
今
の
思

い
」
を
聞
い
た
。「
皆

様
の
健
康
の
た
め
、
美

味
し
く
調
理
し
や
す

く
価
格
が
安
定
し
た

野
菜
を
提
供
し
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
現
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」。
さ
ら
に
若
い
人

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞

く
と
、「
社
会
へ
の
貢

献
の
気
持
ち
を
持
っ
て

欲
し
い
」。

　

Ｇ
Ｆ
株
式
会
社
の
発

展
は
、
ま
さ
に
王
社
長

の
Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
Ｆ
ｉ
ｎ

ｇ
ｅ
ｒ
（
Ｇ
Ｆ
）
に
よ

る
フ
ァ
ク
タ
ー
が
大
き

い
と
い
え
よ
う
。

（
小
川
秀
人
）

訪ねて
を

20

美味しく調理しやすく価格が安定した野菜を提供

　
「
野
菜
類
を
１
日
３
５
０
グ
ラ
ム
以
上
食
べ

ま
し
ょ
う
」。
厚
生
労
働
省
は
健
康
な
生
活
を

維
持
す
る
た
め
の
目
標
値
を
掲
げ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
中
・
残
暑

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

王志敏社長（左）と中山武子平野工場長

清潔な空間で野菜をカットする

四国88カ所霊場の
お砂さすり場・踏み場

三野郷山 三寶興誠院
八尾市福万寺町南6―2―3
T E L 072―922―3933
MOB 090―1020―2682

手では88カ所の霊場のお砂をさすっていただ
き、周囲を歩くことによって下に敷きつめて
ある88カ所のお砂を踏んでいただきます。

カ
ッ
ト
野
菜

ス
タ
ッ
フ
募
集
誰
で
も
で
き
る

簡
単
な
作
業
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Ｆ
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明
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い
・
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ア
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ホ
ー
ム
な
教
習
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運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
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で
！

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

８月８日は親孝行の日

親孝行出版のすすめ

牛滝温泉
四季まつり

新温泉開業

7月4日グランドオープン
ナトリウム―塩化物・炭酸水素泉、ラドン温泉

屋根付きテラスで
BBQ・宴会ができます

大阪府岸和田市大沢町1156
☎ 072―479―2641

（旧いよやかの郷）

自然の中に浮かぶ天空の露天風呂
宿
泊
も

で
き
ま
す

査
船
が
調
査
活
動
を
開
始

し
た
。

　
「
香
港
国
家
安
全
維
持

法
」を
強
引
に
施
行
し
て
、

香
港
の
「
一
国
二
制
度
」

を
形
骸
化
し
た
だ
け
で
な

く
、
中
国
軍
戦
闘
機
が
台

湾
の
防
空
識
別
圏
（
領
空

に
近
づ
く
航
空
機
を
識
別

す
る
空
域
）
に
侵
入
、
軍

事
訓
練
を
強
行
す
る
。
台

湾
側
は
当
然
、
緊
急
発
進

（
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
）
で
対

抗
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
問
題
の
南
シ

ナ
海
。
中
国
が
南
シ
ナ
海

の
主
権
と
権
益
を
主
張
、

人
工
島
を
建
設
し
、
軍
用

化
を
図
る
。

　

新
た
な
行
政
区
も
設
置

し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー

グ
の
仲
裁
裁
判
所
が
中
国

の
主
張
す
る
境
界
線
、
い

わ
ゆ
る「
九
段
線
」は「
法

的
根
拠
が
な
い
」
と
判
決

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

厚
顔
無
恥
な
中
国
は
こ
の

判
決
を
無
視
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー

シ
ア
と
領
有
権
を
争
う
。

　

つ
い
に
、
中
立
の
立
場

を
保
持
し
て
い
た
米
国
の

堪
忍
袋
の
緒
が
切
れ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
は
南

シ
ナ
海
を
め
ぐ
る
中
国
の

主
張
を
「
違
法
」
と
完
全

否
定
、
仲
裁
裁
判
所
の
判

決
を
尊
重
す
る
と
表
明
し

た
。
米
政
府
は
中
国
の

「
違
法
な
」
行
為
に
対
し

て
、「
制
裁
」
を
科
す
方

針
に
大
転
換
し
た
わ
け
で

あ
る
。

　

米
国
は
南
シ
ナ
海
周
辺

国
に
、
電
磁
波
を
駆
使
し

た
通
信
妨
害
を
実
施
す
る

陸
軍
特
殊
部
隊
、
す
な
わ

ち
電
子
戦
部
隊
を
配
備
、

中
国
の
軍
事
拠
点
を
監
視

す
る
。

　
「
航
行
の
自
由
」
作
戦

と
は
質
が
異
な
る
軍
事
戦

略
に
舵
を
切
る
。
中
国
が

実
効
支
配
化
を
進
め
る
南

シ
ナ
海
に
米
国
が
直
接
介

入
す
る
こ
と
で
、
南
シ
ナ

海
を
ス
テ
ー
ジ
と
す
る
米

中
激
突
は
新
た
な
段
階
へ

と
突
入
し
た
。

　

米
国
と
ソ
連
邦
が
そ
れ

ぞ
れ
覇
権
を
争
う
東
西
冷

戦
時
代
、
世
界
経
済
は
ブ

ロ
ッ
ク
化
さ
れ
て
い
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
の
攻
撃
目
標

は
ソ
連
邦
共
産
党
の
壊
滅

に
あ
っ
た
。21
世
紀
の「
新

冷
戦
時
代
」

で
は
中
国

共
産
党
に

攻
撃
目
標

が
変
わ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン

は
中
国
共
産
党
員
や
そ
の

家
族
の
入
国
を
拒
否
す
る

構
え
で
い
る
。

　

ウ
イ
グ
ル
族
の
人
権
問

題
、
チ
ベ
ッ
ト
問
題
な
ど

中
国
が
「
核
心
的
利
益
」

と
位
置
付
け
る
問
題
に
ま

で
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
（
米

大
統
領
府
）は
介
入
す
る
。

海
里
ま
で
の
水
域
を
「
接

続
水
域
」
と
い
う
。
事
も

あ
ろ
う
に
、
中
国
の
公
船

が
日
本
の
接
続
水
域
へ
頻

繁
に
侵
入
、
海
上
保
安
庁

を
挑
発
す
る
。

　

沖
ノ
鳥
島
の
排
他
的
経

済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
で

は
、
日
本
か
ら
の
同
意
を

得
ず
に
、
中
国
の
海
洋
調

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士
中
津
孝
司

２
０
２
０
年

世
界
の
動
き

風
を
読
む
20

　

強
軍
国
家
を
標
榜
す
る

中
国
の
海
洋
進
出
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
。
沖
縄

県
・
尖
閣
諸
島
や
東
京
都
・

沖
ノ
鳥
島
の
周
辺
海
域
で

中
国
海
警
局
・
軍
が
活
発

な
行
動
を
繰
り
返
す
。
海

洋
権
益
の
既
成
事
実
化
を

狙
う
手
法
は
中
国
の
常
套

手
段
で
あ
る
。

　

引
き
潮
時
の
沿
岸
か
ら

12
海
里
（
１
海
里
は
１
、

８
５
２
メ
ー
ト
ル
）
の
領

海
の
外
側
に
広
が
り
、
24

歯
止
め
か
か
ら
な
い
中
国
の
海
洋
進
出

歯
止
め
か
か
ら
な
い
中
国
の
海
洋
進
出

但
し
、「
人
権
」
が
大
義

で
あ
れ
ば
、
内
政
干
渉
扱

い
に
は
な
ら
な
い
。
香
港

問
題
を
契
機
に
、
米
政
府

は
中
国
を
米
ド
ル
経
済
圏

か
ら
追
放
す
る
策
を
練

る
。

　

米
政
府
側
は
強
硬
策
を

講
じ
て
も
、
軍
事
衝
突
に

は
至
ら
な
い
と
判
断
し
て

い
る
節
が
あ
る
。

　

日
本
外
交
の
機
軸
は
日

米
同
盟
。
地
理
的
近
接
性

を
優
先
す
る
の
で
は
な

く
、
自
由
主
義
や
民
主
主

義
と
い
っ
た
価
値
観
で
紡

ぐ
国
家
関
係
に
改
め
て
軸

を
置
く
必
要
性
に
迫
ら
れ

て
い
る
。
日
本
が
重
き
を

置
く
べ
き
は
米
国
に
加
え

て
、
欧
州
諸
国
、
オ
セ
ア

ニ
ア
諸
国
、
そ
れ
に
カ
ナ

ダ
や
イ
ン
ド
で
あ
る
。

　

東
大
阪
市（
野
田
義

和
市
長
）
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
落
ち
込
ん

で
い
る
市
域
経
済
の
活

性
化
と
家
計
支
援
の
た

め
ウ
ル
ト
ラ
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
が
発
売
さ
れ

る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
率

２
万
円
で
３
万
円
分
購
入

９月１日から

　

４
月
の
オ
ー
プ
ン
当
時

は
コ
ロ
ナ
禍
が
世
情
を
騒

が
せ
て
お
り
、
関
係
者
を

招
い
て
の
内
覧
会
は
延
期

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

７
月
26
日
、
コ
ロ
ナ
対

応
の
消
毒
・
殺
菌
の
万
全

の
対
策
を
施
し
た
上
で
、

野
田
義
和
東
大
阪
市
長
、

大
松
桂
右
八
尾
市
長
を
始

め
と
し
て
幼
児
教
育
関
係

者
を
中
心
に
招
い
て
、
午

前
・
午
後
の
時
間
帯
に
分

け
て
内
覧
会
が
実
施
さ
れ

た
。

　

木
の
実
こ
ど
も
創
造
館

の
受
け
入
れ
人
数
は
定
員

ウ
ル
ト
ラ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
（
見
本
）

　

社
会
福
祉
法
人
杏
林
福
祉
会
（
唐
住
康

雄
理
事
長
）
が
、
４
月
１
日
に
木
の
実
こ

ど
も
創
造
館（
宇
都
宮
理
香
園
長
）を
オ
ー

プ
ン
し
た
。
近
鉄
奈
良
線
・
八
戸
ノ
里
駅

よ
り
徒
歩
５
分
の
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

だ
。

90
人
（
０
歳
児
〜
５
歳

児
）。
保
育
士
（
女
性
）

は
18
人
が
常
勤
し
て
い

る
。
開
館
時
間
は
７
時
〜

19
時
、休
館
日
は
日
曜
日
。

　
「
こ
ど
も
食
堂
」
は
９

月
１
日
ス
タ
ー
ト
、
毎
週

水
曜
日
に
開
催
。
料
金
は

１
人
１
０
０
円
。

　

屋
上
に
は
子
ど
も
た
ち

が
好
き
な
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

（
壁
面
登
り
）も
用
意
さ
れ

て
い
る
。
（
小
川
秀
人
）

関
係
者
招
き

関
係
者
招
き

内
覧
会
開
催

内
覧
会
開
催
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一
般
社
団
法
人

中
央
電
気
倶
楽

部
（
大
阪
市
北
区

堂
島
浜
２
―
１
―

25
）
は
毎
週
金
曜

日
に
午ご

餐さ
ん

講
演

会
を
開
い
て
い

る
。
昼
食
を
と
っ

た
後
、
各
界
で
活
躍
し
て

い
る
講
師
の
話
を
聞
く
会

だ
。
７
月
17
日
は
作
家
の

高
嶋
哲
夫
さ
ん
（
71
）
＝

写
真
＝
が
「『
首
都
感
染
』

か
ら
学
ぶ
べ
き
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
へ
の
備
え
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

副
題
は
「『
首
都
感
染
』

か
ら
『
首
都
崩
壊
』
へ
」。

　

岡
山
県
生
ま
れ
の
高
嶋

さ
ん
は
慶
應
義
塾
大
学

大
学
院
修
士
課
程
修
了

後
、
日
本
原
子
力
研
究
所

に
入
所
。
日
本
原
子
力
学

会
技
術
賞
を
受
賞
し
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
留

学
し
た
。
そ
こ
で
、
作
家

の
道
に
目
覚
め
る
。
帰
国

後
、作
家
に
転
身
し
、次
々

に
作
品
を
発
表
す

る
。
２
０
１
０
年

に
発
表
し
た
「
首

都
感
染
」（
講
談

社
）
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
を
予
言
し
て
い
た
と

話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

講
演
で
は
、感
染
症
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
大
昔

か
ら
人
間
は
感
染
症
と

闘
っ
て
き
た
こ
と
を
解
説

し
た
。
そ
の
上
で
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

様
々
な
デ
ー
タ
を
基
に
ア

プ
ロ
ー
チ
。
最
後
に
、新
し

い
日
本
の
形
、時
代
に
合
っ

た
日
本
の
形
づ
く
り
を
提

言
し
た
。
大
規
模
地
震
等

を
踏
ま
え
、
一
極
集
中
で

は
な
く
、
均
等
な
国
づ
く

り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
力
説
し
、
２
０
１
４

年
に
発
表
し
た
「
首
都
崩

壊
」（
幻
冬
社
）を
紹
介
し

て
話
を
締
め
く
く
っ
た
。

写
真
＝
が
務
め
た
。
一
般

財
団
法
人
と
よ
な
か
人
権

ま
ち
づ
く
協
会
が
企
画
。

「
難
民
問
題
の
原
点
」
と

い
う
副
題
を
付
け
、
岩
城

さ
ん
は
政
治
・
経
済
・
宗

教
と
い
っ
た
幅
広
い
視
点

か
ら
説
明
し
た
。

　
「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ

レ
ス
チ
ナ
は
ど
こ
に
あ

る
？
」
と
い
う
初
歩
的
な

と
こ
ろ
か
ら
入
り
、「
わ

た
し
た
ち
の
中
に
あ
る
大

き
な
誤
解
」「
イ
ス
ラ
エ

ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争

は
宗
教
対
立
か
？
」
と
い

う
本
質
的
な
テ
ー
マ
に
踏

み
込
む
。
さ
ら
に
「
現
代

　

講
演

会
「
パ
レ

ス
チ
ナ
か

ら
考
え
る

平
和
と
人

権
」
が
７

月
30
日
に

人
権
平
和

セ
ン
タ
ー

豊
中
（
豊

中
市
岡
町

北
３
）
で

開
か
れ
た
。
講
師
は
日
本

聖
公
会
大
阪
教
区
司
祭
、

岩
城
聰あ

き
らさ
ん
（
74
）
＝

の
イ
ス
ラ
エ
ル

は
聖
書
の
イ
ス

ラ
エ
ル
と
同

じ
か
？
」「
パ
レ

ス
チ
ナ
は
テ
ロ
リ

ス
ト
の
国
で
、
イ

ス
ラ
エ
ル
は
民
主

主
義
国
家
な
の

か
？
」
と
参
加
者

に
問
題
を
投
げ
か

け
た
。
現
地
で
撮

影
し
た
写
真
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

映
し
な
が
ら
、
岩
城
さ
ん

は
現
状
を
あ
り
の
ま
ま
に

伝
え
る
。

　

最
後
に
、「
私
た
ち
１

人
１
人
が
パ
レ
ス
チ
ナ
の

悲
惨
な
現
状
を
知
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
と

岩
城
さ
ん
は
強
く
訴
え
か

け
た
。

イ
３
０
０
円
、
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
２
０
０
円
。

　
「
楽
う
ど
ん
」
は
中
・

高
生
の
お
こ
づ
か
い
レ
ベ

ル
で
食
べ
ら
れ
る
の
で
、

路
面
店
の
強
み
を
生
か
し

て
客
層
の
広
が
り
が
期
待

で
き
そ
う
だ
。

　

八
戸
ノ
里
地
元
民
の
憩

い
の
場
、
居
酒
屋
「
楽
」

が
う
ど
ん
屋
を
８
月
１
日

に
新
規
開
店
し
た
。「
楽
」

グ
ル
ー
プ
の
居
酒
屋
と
う

ど
ん
屋
は
店
が
隣
同
士
で

連
結
し
て
い
る
。

　

う
ど
ん
は
自
家
製
麺

で
、
１
日
50
食
限
定
。
温

麺
と
冷
麺
を
提
供
し
て
お

り
、天
ぷ
ら（
エ
ビ
・
ト
リ
・

ち
く
わ
天
の
３
品
付
き
）

で
５
０
０

円
。
他
に
定

食
シ
リ
ー
ズ

は
全
て
５
０

０
円
均
一
。

ア
ジ
の
フ
ラ

イ
・
ト
ン
カ

ツ
・
野
菜
炒

め
・
唐
揚
げ

が
あ
り
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
も
５
０
０
円

だ
。
ド
リ
ン
ク
類
は
、
生

ビ
ー
ル
４
０
０
円
、
ハ
イ

ボ
ー
ル
３
５
０
円
、
酎
ハ

　

懸
念
さ
れ
て
い
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
２

波
が
来
た
。
都
市
部
か
ら

地
方
に
広
が
り
始
め
て
い

る
７
月
に
読
ん
だ
こ
の
本

は
、
エ
ボ
ラ
・
ウ
イ
ル
ス

な
ど
の
制
圧
に
命
を
懸
け

た
人
び
と
の
実
話
で
あ

る
。バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド（
微

生
物
災
害
）
用
防
護
服
に

身
を
包
み
危
険
レ
ベ
ル
４

の
エ
リ
ア
で
「
姿
な
き
殺

戮
者
」
の
謎
の
解
明
に
挑

む
研
究
者
や
医
療
関
係
者

ら
の
、
そ
の
仕
事
場
は
、

題
名
の
「
ホ
ッ
ト
・
ゾ
ー

ン
」（
危
険
な
場
所
）
で

あ
る
。

　

本
書
の
導
入
部
は
、
中

部
ア
フ
リ
カ
で
エ
イ
ズ
が

広
が
っ
て
い
た
１
９
７
９

年
、
フ
ラ
ン
ス
人
博
物
学

者
モ
ネ
の
探
検
か
ら
始
ま

る
。
夜
に
な
る
と
象
た
ち

が
ミ
ネ
ラ
ル
や
塩
分
を
求

め
て
や
っ
て
来
る
キ
タ
ム

洞
窟
を
進
む
と
、「
乾
燥

し
た
象
の
糞
に
ま
み
れ
た

平
ら
な
岩
盤
が
緑
色
の
ネ

バ
つ
い
た
物
体
で
お
お
わ

れ
て
い
た
。
そ
れ
は
コ
ウ

モ
リ
の
糞
だ
っ
た
」。
７

日
後
、
眼
球
が
痛
み
激
し

い
頭
痛
に
襲
わ
れ
る
。
モ

ネ
の
「
肉
体
は
部
分
的
に

ウ
イ
ル
ス
粒
子
そ
の
も
の

に
変
換
さ
れ
、
乗
っ
取
ら

れ
た
の
も
同
然
な
の
だ
」。

ナ
イ
ロ
ビ
病
院
に
向
か
う

機
内
で
究
極
的
な
拡
大
兆

候
で
あ
る
「
黒
色
吐
物
」

の
症
状
。「
肉
体
の
融
解

現
象
」と
表
現
さ
れ
る「
人

間
ウ
イ
ル
ス
爆
弾
」
が
病

院
外
来
ベ
ン
チ
で
遂
に
爆

発
、
廊
下
を
赤
と
黒
の
血

で
染
め
、
彼
は
絶
命
。

　

治
療
に
当
た
っ
た
ナ
イ

ロ
ビ
病
院
の
若
き
ム

ソ
キ
医
師
は
モ
ネ
の

嘔
吐
を
浴
び
、
口
腔

に
素
手
で
触
れ
た
こ

と
で
感
染
、
急
速
に

容
態
が
悪
化
、
シ
ル
ヴ
ァ

ー
ス
タ
イ
ン
医
師
は
特
異

な
ウ
イ
ル
ス
で
は
な
い
か

と
疑
い
血
清
検
査
を
米
国

の
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（
疾
病
対
策
セ

ン
タ
ー
）
に
依
頼
。
結
果

は
「
血
液
中
に
奇
怪
な
も

の
を
発
見
し
た
。
マ
ー
ル

ブ
ル
グ
・
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
い
る
」
と
報
告
が

来
た
。
病
院
は
閉
鎖
さ
れ

ム
ソ
キ
医
師
は
奇
跡
的
に

復
帰
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
陸
軍
伝
染
病

医
学
研
究
所
（
ユ
ー
サ
ム

リ
ッ
ド
）
の
専
門
家
た
ち

が
戦
慄
し
た
の
が
エ
ボ
ラ
・

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
事
件（
レ

ス
ト
ン
事
件
）
で
あ
る
。

ザ
イ
ー
ル
（
現
コ
ン
ゴ
民

主
共
和
国
）
に
あ
る
エ
ボ

ラ
川
か
ら
命
名
さ
れ
た
エ

ボ
ラ
・
ウ
イ
ル
ス
は
、
致

死
率
90
％
。
人
間
の
脳
や

内
臓
を
溶
か
し
「
崩
壊
」

さ
せ
る
実
に
恐
ろ
し
い
ウ

イ
ル
ス
だ
。
そ
の
恐
怖
の

ウ
イ
ル
ス
が
な
ん
と
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
ヴ
ァ
ー

ジ
ニ
ア
州
の
霊
長
類
検
疫

所
で
発
見
さ
れ
た
。
な
ぜ

か
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
輸
入

さ
れ
た
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
が

次
々
と
出
血
、
死
ん
で
い

く
。
こ
こ
は
「
ス
ペ
ー
ス
・

ウ
オ
ー
ク
（
宇
宙
遊
泳
）」

に
似
て
い
る
危
険
レ
ベ
ル

４
の
「
ホ
ッ
ト
・
ゾ
ー
ン
」。

サ
ル
た
ち
の
安
楽
死
を
目

的
と
す
る
陸
軍
の
「
バ
イ

楽うどんの石川聖代表
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今
月
も
笑
え
な
い
状
況
な
の
で
情
報
発

信
を
し
ま
す
。
い
よ
い
よ
家
賃
支
援
給
付

金
の
申
請
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
持
続
化

給
付
金
同
様
に
簡
単
だ
ろ
う
と
予
想
し
て

お
り
ま
し
た
が
、

実
に
難
し
い
感
じ

で
す
。
現
在
寄
せ

ら
れ
て
い
る
問
題

点
を
列
挙
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

確
定
申
告
書
を

添
付
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

紙
で
確
定
申
告
書

を
提
出
さ
れ
た
方

は
、
税
務
署
で
受

付
印
を
押
し
て
も
ら
う
の
で
問
題
な
い
の

で
す
が
、
電
子
申
告
で
さ
れ
て
い
る
場

合
、
使
わ
れ
て
い
る
ソ
フ
ト
に
よ
っ
て
、

申
告
書
の
１
枚
目
に
提
出
日
等
が
印
字
さ

れ
る
場
合
と
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
私
の
使
っ
て
い
る
ソ
フ
ト
は
１
枚

目
に
提
出
日
等
が
印
字
さ
れ
ま
せ
ん
。
別

紙
で
「
メ
ー
ル
詳
細
」
が
出
力
さ
れ
ま

す
。
こ
の
用
紙
を
添

付
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
が
、

も
と
も
と
確
定
申
告

書
が
ど
の
様
な
用
紙

の
構
成
に
な
っ
て
い

る
か
、
分
か
ら
な
い

方
が
申
請
す
る
の

で
、
さ
ぁ
大
変
な
の

で
す
。

　

さ
ら
に
家
賃
支
援

給
付
金
は
、
大
阪
府

の
休
業
要
請
外
支
援
金
を
控
除
す
る
と
か

し
な
い
と
か
？

　

募
集
要
領
を
読
ん
だ
感
じ
で
は
、
控
除

す
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
す
が
、
家
賃
を

支
援
し
た
と
特
定
で
き
る
も
の
で
も
な
い

の
で
、
問
い
合
わ
せ
を
し
ま
す
と
た
ら
い

回
し
に
さ
れ
る
よ
う
で
、
私
も
結
論
を
出

せ
て
お
り
ま
せ
ん
。
役
所
の
担
当
の
方
も

判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
た
ら
い

回
し
が
答
え
で
す
。

　

家
賃
の
支
払
い
を
証
明
す
る
た
め
に
賃

貸
借
契
約
書
が
必
要
で
す
。
契
約
が
古
す

ぎ
る
と
…
存
在
し
な
い
と
か
、
大
家
さ
ん

に
相
続
が
あ
っ
て
、
名
前
が
変
わ
っ
て
い

る
と
か
、
こ
の
場
合
「
別
紙
」
が
用
意
さ

れ
て
い
て
、
大
家
さ
ん
と
申
請
者
が
署
名

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
面
倒

な
話
で
す
。
ず
っ
と
振
り
込
ん
で
い
る
だ

け
な
の
で
、
連
絡
先
が
分
か
ら
な
か
っ
た

り
、
高
齢
で
連
絡
が
つ
か
な
い
な
ど
…

様
々
な
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
申
請

期
限
は
持
続
化
給
付
金
と
同
様
に
来
年
の

１
月
半
ば
で
す
か
ら
、
ま
だ
間
に
合
い
ま

す
よ
！

笑える笑える笑える
税金教室税金教室税金教室

８

税理士 上西　知

給付金、 まだ間に合います

　ママに視線を向けられた成平はそれに微笑み返し、聞い
てみた。
　「十帖さんてどんな人です」
　ママは少し考えてからにこっとして答えてくれた。
　「へらこい人やねえ」
　へらこいというのはどうやら岡山弁らしい。ちなみに
「ぼっけえ」「きょーてー」「もんげー」「でーれえー」など
も岡山弁なんじゃー。
　「十帖さんはいつもこんばんは言うて店に入ってくるわ」
　当たり前のような話だが、実際は黙って店に入って来る
客の方が多いらしい。
　普段ならママは客のことを聞かれても「知らないわ」と
答えるだろう。しかし今回は２人の気持ちを察して２人に
だけ話してくれた。大伴の評判は概して良くないのだが、
ママの評価は以外にもたかかった。
　「純粋な人やねえ。大伴さんの趣味はお寺巡りなんだっ
て。観光ガイドとメモなんかもって。１人さみしくドライ
ブするそうよ。可愛いでしょ」

　ママはそう言うが、いい年をした男のお寺巡りなんて
ちっともかわいくなんかない。このママには、おとなしく
て暗い男が可愛いらしい。浮気なイケメンではなく、他の
女に目もくれない、少しオタクっぽいぐらいの男が好きな
ようだ。それが本心なのか、そんな客が扱いやすいという
意味なのかは分からない。ただ十帖は扱いにくい客で、大
伴は扱いやすい客のようだ。
　成平はこのママを見ていて恬子の足りない点に少し気付
きだした。居酒屋のママは聞き上手が大切であまりしゃべ
り過ぎないのがいいのは勿論だが、多少厳しく突っ込んで
あげることも大事なのだ。最近の男達はマゾっぽい。多少
サドでなければ勤まらないということだ。「俺、あほやねん」
と言う客に「そんなことないよ」とばかりでなく、たまに
は「そうやねえアハハハ」ぐらい言ってやらなければなら
ない。ビールを出すのをキリンとアサヒを間違えたからと
言って「ごめんなさい」ではなく「たまにはこれもいいで
しょ」ぐらいでなければならない。「ごめんなさい」はこ
の場合怒られてからでも遅くない。
　この「ごめんなさい」という言葉もオールマイティー
だ。「ごめんなさい」と謝るだけでなく、挨拶代わりに「ご
めんね」と使う。美人に「ごめんね」と言われて気を悪く
する男などいない。「ごめんね」で始まり「なんでやのん」
と突っ込みを入れ、面白くない話にも「アハハ」と笑って
やる。「また来るよ」と帰る客には「待ってるわ」と優し
く言い、「今日はごめんね」で締めくくる。そしてさらに
「ありがとうございました」と追い打ちをかける。「ありが
とうございました」がマニュアルっぽければ「ありがとな」
「おーきに」「きのどくな」「だんだん」とか何か方言を入
れてやるのも気持ちが伝わりやすい。「ごめんね」だけで
なく「すみません、どうも」などと変化をつけてみるのも
いい。「ごめんなさい、どうもありがとうございます、す
みません」と続ける方法もある。居酒屋の話がいつの間に
か脱線して別の店の話になってしまった。アサヒの客にキ
リンを出して「たまにはいいでしょ」と言うのはかすみさ
んだ。話をホタテに戻そう。

百人一首殺人事件

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
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詩
の
窓

ひ
と
つ

丁
章（
東
大
阪
市
在
住
の
詩
人
）

否
定
す
べ
き
も
の
を
否
定
し
な
が
ら

愛
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

心
の
つ
た
な
さ
を

嘆
か
れ
ね
ば

向
き
合
う
こ
と
も

響
き
合
う
こ
と
も

繋
ぎ
合
え
る
こ
と
も
な
い

わ
た
し
た
ち
の
心
は

愛
し
合
う
と
い
う
こ
と
が

ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と

奪
い
合
い
や

押
し
付
け
合
い
や

殺
し
合
い
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

も
う
す
で
に
わ
か
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど

だ
か
ら
こ
そ
も
う
い
ち
ど

愛
し
合
っ
て

ひ
と
つ
に
な
れ
る

あ
ち
ら
を
こ
ち
ら
の
よ
う
に
し
よ
う
と
か

こ
ち
ら
を
あ
ち
ら
の
よ
う
に
し
よ
う
と
か
で
の

ひ
と
つ
で
は

し
あ
わ
せ
に
な
れ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら

ま
っ
た
く
新
た
な
方
法
を

追
い
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
に

ま
だ
あ
の
よ
う
な
愛
し
方
し
か

で
き
な
い
で
い
る

わ
た
し
た
ち
の
心
は

　
「
最
悪
の
将
軍
」
と
は
、

徳
川
５
代
将
軍
綱
吉
の
こ

と
を
指
す
。
綱
吉
と
い
え

ば
、
現
代
人
が
思
い
出
す

の
は
、
江
戸
と
上
方
に
華

や
い
だ
元
禄
文
化
と
、
不

評
の
「
生
類
憐
み
の
令
」

か
ら
付
い
て
し
ま
っ
た

「
犬
公
方
」
の
悪
名
と
、

赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
で

あ
ろ
う
か
。「
生
ま
れ
な

が
ら
の
将
軍
」
と
自
称
し

て
、
確
固
た
る
幕
藩
体
制

を
作
っ
た
３
代
将
軍
家
光

の
後
継
は
、
綱
吉
の
兄
、

幼
少
の
家
綱
だ
っ
た
。
こ

の
家
綱
を
支
え
た
の
が
、

家
光
の
異
母
弟
で
あ
る
保

科
正
之
で
あ
る
。
明
暦
の

大
火
が
あ
っ
た
と
き
、
江

戸
の
町
全
体
が
灰
燼
に
帰

し
た
。
保
科
は
江
戸
城
よ

り
も
市
中
の
復
興
を
優
先

し
た
。
天
守
閣
の
再
建
も

見
送
っ
た
。
こ
の
保
科
と

家
綱
の
政
治
を
見
て
、
人

民
統
治
の
理
想
を
見
た
の

が
、
館
林
藩
主
の
綱
吉
だ

っ
た
。保
科
が
亡
く
な
り
、

家
綱
が
病
に
倒
れ
る
と
、

大
老
酒
井
忠
清
が
頭
角
を

現
し
、
専
横
政
治
を
極
め

た
。
酒
井
は
綱
吉
を
後
継

に
す
る
気
が
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
徳
川
御
３

家
が
集
ま
る
将
軍
後
継
を

決
め
る
会
議
で
は
、「
館

林
宰
相
、
綱
吉
公
を
養
嫡

子
に
迎
え
る
は
、
上
意

で
ご
ざ
る
」
と
主

張
す
る
老
中
堀
田

正
俊
の
意
見
が
通

り
、
綱
吉
が
五
代

将
軍
に
な
っ
た
。

綱
吉
が
始
め
た
の

は
、
将
軍
親
政
で

あ
り
、
力
に
よ
る

武
断
政
治
を
廃
し

て
の
文
治
政
治
で

あ
っ
た
。
元
禄
文
化
と
い

う
町
人
文
化
が
花
開
く
の

も
、
武
士
の
牙
を
削
ぐ
文

治
政
治
と
無
関
係
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
家
光

が
残
し
た
軍
艦
、
安
宅
丸

の
廃
却
を
命
じ
る
ほ
ど
、

徹
底
し
た
平
和
主
義
者
、

民
生
主
義
者
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
綱
吉
は
人
倫
・

道
義
を
求
め
る
統
治
者
た

ら
ん
と
し
た
。
国
民
に
は

命
の
重
さ
を
知
っ
て
ほ
し

か
っ
た
。
だ
か
ら
そ
の
命

は
、
人
の
命
だ
け
で
な

く
、
生
類
総
て
の
命
な
の

だ
。
し
か
し
そ
の
趣
旨
は

【
著
者
紹
介
】
朝
井
ま
か
て　

１
９
５
９
年
大

阪
生
ま
れ
。
甲
南
女
子
大
学
文
学
部
卒
業
。
２

０
０
８
年
、
第
３
回
小
説
現
代
長
編
新
人
賞
奨

励
賞
を
受
賞
し
単
行
本
「
実
さ
え
花
さ
え
」（
の

ち
文
庫
「
花
競
べ　

向
島
な
ず
な
屋
繁
盛
記
」）

で
デ
ビ
ュ
ー
。
14
年
「
恋
歌
」
で
第
１
５
０
回

直
木
賞
、「
阿
蘭
陀
西
鶴
」
で
第
31
回
織
田
作
之

助
賞
。
16
年
「
眩

く
ら
ら」
で
第
22
回
中
山
義
秀
文
学

賞
、17
年
「
福
袋
」
で
第
11
回
舟
橋
聖
一
文
学
賞
、

18
年
「
雲
上
雲
下
」
で
第
13
回
中
央
公
論
文
芸

賞
、19
年
「
悪
玉
伝
」
で
第
22
回
司
馬
遼
太
郎
賞
、

同
年
大
阪
文
化
賞
を
受
賞
。

エ
ボ
ラ
・
ウ
イ
ル
ス
制
圧
に
命
を
懸
け
た
人
び
と

組
織
が
溶
け
て
あ
ら
ゆ
る
穴
か
ら
血
が
　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
阻
止
せ
よ
！

ホ
ッ
ト
・
ゾ
ー
ン

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
レ
ス
ト
ン
著

高
見
浩
訳
ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
Ｎ
Ｆ

定
価
１
、１
６
６
円（
税
込
み
）

居酒屋楽がうどん屋開業
自家製面のうどんが自慢自家製面のうどんが自慢

綱
吉
を
犬
公
方
と
蔑
ん
で
い
い
の
か

最
悪
の
将
軍  

朝
井
ま
か
て
著

集
英
社
文
庫　

定
価
７
７
０
円
（
税
込
み
）

霧
山
文
三
郎
（
作
家
・
古
代
史
研
究
家
）

注
目
の
歴
史
小
説

話題の本
コロナ禍で

編集委員編集委員
石河亮平石河亮平

　

次
は
ご
存
じ
コ
ロ
ッ
セ
オ
。
第
五
代
ネ
ロ
帝
が

無
茶
苦
茶
に
し
た
ロ
ー
マ
を
立
て
直
し
た
ヴ
ェ
ス

パ
シ
ア
ヌ
ス
と
そ
の
息
子
テ
ィ
ト
ゥ
ス
が
作
っ
た

剣
闘
士
競
技
場
で
す
。
建
設
に
五
年
も
の
歳
月
を

か
け
、
紀
元
八
〇
年
完
成
と
い
い
ま
す
か
ら
、
わ

れ
ら
が
卑
弥
呼
の
邪
馬
台

国
君
臨
よ
り
百
五
十
年
ほ

ど
前
の
出
来
事
で
す
。

　

ネ
ロ
の
黄
金
宮
殿
の
池

を
干
し
上
げ
て
造
ら
れ
て

い
て
、
そ
の
規
模
は
周
囲

が
百
八
十
八
メ
ー
ト
ル
×

百
五
十
六
メ
ー
ト
ル
、
外

壁
の
高
さ
は
五
十
メ
ー
ト

ル
の
巨
大
な
も
の
で
す
。
僕
が
行
っ
た
当
時
は
中

に
入
っ
て
自
由
に
あ
ち
こ
ち
見
て
回
れ
ま
し
た

が
、
二
〇
〇
二
年
（
平
成
十
四
年
）
に
行
っ
た
時

は
コ
ー
ス
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら

自
分
の
好
き
な
も
の
を
見
る
と
い
う
わ
け
に
い
か

ず
、
物
足
り
な
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。
遺
跡
保
存

と
研
究
の
た
め
に
は
仕
方
の
な
い
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ッ
セ
オ
の
北
側
に
位
置
す
る
空
前
の
規
模

の
ネ
ロ
の
黄
金
宮
殿
は
、そ
の
後
埋
も
れ
て
し
ま
い
、

そ
の
上
に
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
浴
場
が
建
設
さ
れ
て
姿
を

消
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
に

発
見
さ
れ
、
ラ

フ
ァ
エ
ロ
ら
は

穴
を
穿
っ
て
中

に
入
り
、
壁
画

や
天
井
画
を
模

写
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま

た
有
名
な
彫
刻

ラ
オ
コ
ー
ン
群

像
も
発
見
さ

れ
、
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
ら
が
訪

れ
て
、
そ
れ
ら

を
見
て
感
激
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
彫
刻
は
現
在
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
博
物
館
に
収

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
迫
力
を
実
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
黄
金
宮
殿
は
一
時
一
般
公
開
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
も
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）
に
「
天
井
が

崩
落
し
た
」
と
い
う
報
道
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
注

意
が
必
要
で
す
。

　

コ
ロ
ッ
セ
オ
を
造
っ
た
ヴ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
は

有
能
な
将
軍
で
、
ネ
ロ
の
死
後
に
発
生
し
た
内
乱

を
う
ま
く
切
り
抜
け
て
皇
帝
と
な
り
ま
し
た
が
、

ケ
チ
で
有
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
破
産
状
態
に
あ

る
ロ
ー
マ
帝
国
の
国
庫
を
満
た
す
た
め
に
い
ろ
い

ろ
な
税
金
を
考
え
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
ト
イ
レ
税

と
い
う
の
が
顰
蹙
を
買
い
、

ケ
チ
皇
帝
と
い
う
名
が
確

定
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し

た
。

　

息
子
の
テ
ィ
ト
ウ
ス

に
「
そ
こ
ま
で
し
な
く
て

も
」
と
言
わ
れ
た
皇
帝
は
、

こ
の
お
金
は
臭
う
か
ね
と

答
え
た
そ
う
で
す
。
こ
の

逸
話
に
由
来
し
て
、
現
在
で
も
国
に
よ
っ
て
は

公
衆
ト
イ
レ
の
こ
と
を
彼
の
名
前
で
指
す
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
語
で

vespasienne

と
い
え
ば
男
子
用
共
同
小
便
所
の

こ
と
で
す
。
ネ
ロ
が
壊
し
た
帝
国
を
、
倹
約
に
倹

約
を
重
ね
て
立
ち
直
ら
せ
た
の
に
、
こ
ん
な
こ
と

に
自
分
の
名
前
が
使
わ
れ
て
い
る
と
知
れ
ば
浮
か

ば
れ
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
も
っ
と
も
彼
は

「
神
に
な
る
ん
だ
」
と
言
っ
て
死
ん
だ
と
言
い
ま

す
か
ら
、
案
外
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

（
つ
づ
く
）
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オ
ハ
ザ
ー
ド
作
戦
」
で
サ

ル
の
解
剖
を
行
う
の
は
獣

医
病
理
学
者
ナ
ン
シ
ー（
中

佐
）
で
あ
る
。
夫
は
作
戦

の
指
揮
官
で
あ
り
子
ど
も

い
る
ナ
ン
シ
ー
は
バ
イ
オ

ハ
ザ
ー
ド
用
防
護
服
の
手

袋
に
穴
が
開
い
た
こ
と
で

戦
慄
を
覚
え
、
死
を
覚
悟

す
る
が
、
九
死
に
一
生
を

得
る
。
こ
の
先
は
読
者
の

お
楽
し
み
に
。

　

コ
ウ
モ
リ
の
糞
が
堆
積

す
る
洞
窟
の
状
況
か
ら
死

ま
で
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
筆
力
で
克
明
に
追
う
。

全
編
が
ホ
ラ
ー
ミ
ス
テ
リ

ー
と
言
え
る
。
象
徴
的
な

の
が
奇
抜
な
表
紙
の
赤
と

黒
の
デ
ザ
イ
ン
だ
。
電
子

顕
微
鏡
で
し
か
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
「
ヘ
ビ
の
よ

う
な
ひ
も
状
」
の
エ
ボ
ラ
・

ウ
イ
ル
ス
の
写
真
で
あ
る
。

電
子
顕
微
鏡
部
門
の
責
任

者
ト
ム
の
発
見
場
面
は
感

動
的
だ
。
身
体
組
織
が
溶

け
落
ち
て
ゆ
く
お
ど
ろ
お

ど
ろ
し
い
現
場
で
の
表
現

を「
人
間
ウ
イ
ル
ス
爆
弾
」

と
言
う
な
ど
恐
怖
で
粟
立

つ
。
ア
フ
リ
カ
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
サ
ル
が
ド
イ
ツ
へ

ア
メ
リ
カ
へ
と
供
給
さ
れ

る
一
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時

代
は
人
を
宿
主
に
す
る
ウ

イ
ル
ス
自
体
の
繁
栄
に
と

っ
て
、
航
空
機
の
路
線
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
世
界
同
時

発
症
を
起
こ
す
絶
好
の
環

境
だ
と
も
い
え
る
。

　

ひ
っ
そ
り
と
姿
を
隠
し

て
い
る
彼
ら
を
起
こ
す
と

彼
ら
は
、
凶
暴
な
「
見
え

ざ
る
悪
魔
」
へ
と
変
身
す

る
。
五
臓
六
腑
を
液
体
化

し
、
あ
ら
ゆ
る
孔
か
ら
流

れ
出
る
な
ど
ホ
ラ
ー
度
数

は
極
大
と
な
る
。
そ
の
存

在
に
驚
愕
す
る
。
し
か
も

「
い
つ
の
日
か
、
そ
れ
は

ま
た
も
ど
っ
て
く
る
だ
ろ

う
」と
著
者
は
結
ぶ
の
だ
。

　

人
類
と
の
闘
い
は
ま
だ

続
く
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
を

超
え
た
地
球
規
模
で
の
ウ

イ
ル
ス
の
研
究
が
集
約
さ

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
バ
イ

オ
兵
器
と
し
て
ウ
イ
ル
ス

が
利
用
さ
れ
た
ら
と
思
う

と
恐
ろ
し
い
。

国
民
に
は
理
解
さ
れ
な
か

っ
た
。

　

ほ
ん
と
う
に
綱
吉
は
、

犬
公
方
と
か
、
最
悪
の
将

軍
と
蔑
ん
で
い
い
の
か
。

む
し
ろ
綱
吉
は
、
最
善
の

将
軍
た
ら
ん
と
し
て
、
殿

中
で
の
堀
田
大
老
惨
殺

事
件
、
赤
穂
浪
士
の
事

件
、
大
地
震
、
富
士
山
の

噴
火
な
ど
、
そ
の
治
世
に

次
々
に
起
こ
る
事
件
を
通

じ
て
、
必
死
に
努
力
と
精

進
を
重
ね
た
将
軍
だ
っ
た

と
、
評
価
す
る
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
、
と
作
者

は
問
い
か
け
る
。

代表　石川　聖
東大阪市下小阪5－6－9
TEL 090－8382－3313

居酒屋　楽

パレスチナ か　　ら 考える
平和と人権

新
し
い
日
本
の
形
、時
代
に
合
っ
た
日
本
の
形
づ
く
り
を
提
言

中央電気倶楽部午餐講演会

悲
惨
な
現
状
を
知
る
こ
と
か
ら

広域
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立
ち
呑
み
屋
お
て
ん
ば
キ
ッ
チ
ン

　

マ
ス
タ
ー
と
は
い
っ

て
も
可
愛
ら
し
い
女
性

（
プ
リ
テ
ィ
・
ウ
ー
マ
ン
）

が
経
営
す
る
立
ち
呑
み

屋
「
お
て
ん
ば
キ
ッ
チ

ン
」
を
紹
介
す
る
。

　

経
営
者
の
加
藤
め
ぐ

み
さ
ん
（
36
）
は
堺
市

出
身
、
河
内
長
野
で
ス

ク
ス
ク
と
育
っ
た
。

　

美
容
師
を
10
年
間
、
ワ

イ
ン
バ
ー
を
２
年
間
、
ヤ

ク
ル
ト
レ
デ
ィ
も
経
験
し

て
い
る
頑
張
り
屋
さ
ん

だ
。

　
「
お
て
ん
ば
キ
ッ
チ
ン
」

を
開
業
し
た
の
は
、
２
０

１
７
年
５
月
24
日
。

店
を
開
け
て
３
周
年

が
過
ぎ
た
が
、
10
人

も
入
れ
ば
満
タ
ン
の

店
内
に
、
と
に
か
く

毎
日
お
客
さ
ん
が
ひ

し
め
い
て
い
る
状
態

だ
。

　

立
ち
呑
み
屋
と
し

て
は
特
に
激
安
店
で

も
な
い
が
、
人
気
の

ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
る

と
、
①
ツ
マ
ミ
が
美

味
し
い
。
そ
れ
も
そ

の
は
ず
中
華
和
食
の

腕
利
き
シ
ェ
フ
が
、

せ
っ
せ
と
作
っ
て
い

る
。
②
め
ぐ
み
さ
ん

の
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
会

話
・
ツ
ッ
コ
ミ
に
心
惹
か

れ
る
フ
ァ
ン
が
多
い
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
生
ビ
ー

ル
（
中
）・
ハ
イ
ボ
ー
ル
・

酎
ハ
イ
が
各
５
５
０
円
、

ピ
リ
辛
こ
ん
に
ゃ
く
・

キ
ュ
ウ
リ
浅
漬
け
・
春
雨

サ
ラ
ダ
が
各
３
５
０
円
、

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は

シ
ャ
ン
パ
ン
を
取
り
揃
え

て
い
る
。
１
、
２
０
０
０

円
の
「
マ
ム
」
が
一
番
人

気
だ
そ
う
だ
。

　

め
ぐ
み
さ
ん
が
心
が
け

て
い
る
こ
と
は
「
い
つ
も

元
気
で
、
笑
顔
で
接
客
」。

休
日
は
日
曜
日
、
毎
日
午

後
５
時
か
ら
オ
ー
プ
ン
。

い
ち
ど
呑
み
に
寄
る
と
ク

セ
に
な
り
そ
う
。

（
小
川
秀
人
）

　
「
患
者
さ
ん
の
状
態
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？
」

　

ふ
と
見
る
と
大
き
な
黒
目
の
麻
友
が

俺
を
見
て
い
た
。
そ
の
表
情
か
ら
察
す

る
に
、
患
者
の
容
態
な
ど
は
俺
と
話
す

た
め
の
き
っ
か
け
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は

明
ら
か
だ
っ
た
。
口
角
は
若
干
上
が
り

気
味
で
あ
る
。

　
「
ん
、
あ
、
と
、
ず
い
ぶ
ん
と
酒
を

飲
ん
で
い
る
様
子
で
す
。
血
は
拭
い
ま

し
た
。
頭
の
切
り
傷
は
軽
い
も
の
で
…
」

　
「
サ
ト
シ
」

　

俺
は
硬
直
し
た
。
思
わ
ず
話
し
か
け
て
い
た
言
葉

が
詰
ま
る
。

　
「
久
々
に
会
え
た
ね
」

　

肌
の
奥
を
薄
紅
に
染
め
て
微
笑
み
、
俺
の
右
手
を

握
っ
た
。

　
「
ち
ょ
…
」

　

思
わ
ず
手
を
払
う
。
見
る
と
、
麻
友
は
目
を
細
め

て
笑
っ
て
い
た
。
こ
の
女
は
何
を
考
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
周
り
を
確
認
す
る
。
ド
ク
タ
ー
が
薄
毛
の

患
者
に
話
し
か
け
て
い
る
。
西
田
隊
長
は
患
者
を
見

て
い
る
よ
う
な
素
振
り
を
し
て
い
た
が
焦
点
が
合
っ

て
い
な
い
。
佐
渡
さ

ん
は
壁
に
貼
ら
れ
た

灯
籠
祭
り
の
ポ
ス
タ

ー
を
眺
め
て
い
る
。

背
の
低
い
男
は
ス
マ

ホ
を
い
じ
っ
て
い

る
。
ど
う
や
ら
誰
に

も
見
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
よ
う
だ
。

　
「
仕
事
…
」

　

力
な
く
俺
は
そ
う

言
っ
た
。
声
が
大
き

く
て
も
誰
か
に
聞
か

れ
て
は
ま
ず
い
し
、

か
と
い
っ
て
こ
の
狂

っ
た
女
に
歯
止
め
を
か
け
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
。

　
「
じ
ゃ
あ
、
終
わ
っ
て
か
ら
ね
」

　

麻
友
は
そ
う
言
っ
て
ま
た
微
笑
ん
だ
。
恋
を
し
て

い
る
女
の
顔
だ
っ
た
。あ
ら
ゆ
る
も
の
に
満
た
さ
れ
、

溢
れ
返
る
ほ
ど
の
み
ず
み
ず
し
さ
と
甘
い
香
り
を
解

き
放
っ
て
い
た
。
俺
は
背
筋
が
ぞ
っ
と
し
た
。

　

盲
目
に
な
っ
た
女
は
何
を
し
で
か
す
か
分
か
ら
な

い
。
こ
の
幸
福
に
満
た
さ
れ
た
少
女
の
未
来
を
案
じ

る
と
戦
慄
が
走
る
。

　

俺
に
は
れ
っ
き
と
し
た
彼
女
が
い
る
の
だ
。
高
校

時
代
か
ら
付
き
合
っ
て
き
た
女
が
。
そ
れ
に
セ
フ
レ

だ
っ
て
麻
友
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
仕
事
で
回
る
各
病
院

に
１
人
ず
つ
い
る
。

　

消
防
庁
に
配
属
さ
れ
て
い
る
俺
に
は
固
定
さ
れ
て

い
る
病
院
な
ど
は
な
く
、
必
然
的
に
近
く
に
あ
る
数

カ
所
の
病
院
を
回
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
看
護
師

と
会
う
の
は
救
急
搬
送
の
時
く
ら
い
だ
。
そ
の
時
に

出
会
っ
た
女
と
仲
良
く
な
る
と
い
う
の
が
今
ま
で
の

流
れ
だ
っ
た
。
主
に
回
る
病
院
は
４
つ
な
の
で
、
セ

フ
レ
は
４
人
い
る
。
麻
友
は
出
逢
っ
て
か
ら
の
長
さ

的
に
も
そ
の
中
で
３
番
目
の
女
だ
っ
た
。

　

何
か
の
き
っ
か
け
で
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、

こ
の
清
純
な
女
は
ど
う
変
貌
す
る
の
だ
ろ
う
。
大
き

く
頑
丈
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
あ
っ
け
な
く
崩
れ

て
い
く
様
を
見
て
、
何
を
感
じ
、
ど
ん
な
行
動
を
取

る
の
だ
ろ
う
。

泣
き
喚
く
の
か
、
暴
れ
回
る
の
か
、
そ
れ
と
も
石
の

よ
う
に
沈
黙
す
る
の
か
。

　

彼
女
に
と
っ
て
そ
の
体
験
は
ど
う
響
く
の
だ
ろ

う
。
白
い
布
に
落
と
さ
れ
た
墨
汁
は
２
度
と
消
え
る

こ
と
な
く
じ
わ
じ
わ
と
広
が
り
続
け
る
。
そ
の
悲
し

み
か
ら
自
殺
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
怒
り
か
ら

俺
を
殺
す
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
は
26
年
か
け
て
彼
女
の
上
に
構
築
さ
れ
て
き

た
清
ら
か
な
る
価
値
観
の
崩
壊
で
あ
る
。

　

崩
壊
は
諦
め
を
意
味
す
る
。
こ
の
世
界
に
対
す
る

大
き
な
諦
め
。
そ
の
時
、
彼
女
の
黒
く
大
き
な
透
き

通
る
よ
う
に
輝
い
た
瞳
は
ど
ん
な
色
に
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

麻
友
の
そ
の
純
真
で
無
垢
で
恋
に
狂
っ
た
笑
顔
に

俺
は
、
そ
の
奥
に
広
が
っ
た
退
廃
す
る
景
色
を
妄
想

せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

サ
ト
シ
が
な
ん
だ
か
つ
れ
な
い
。
人
が
い
る
か
ら

照
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
に
と
っ
て
こ
の
朝
型
の

搬
送
は
サ
ト
シ
と
会
え
た
数
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
。
最
近

は
お
互
い
に
仕
事
が
忙
し
く
て
な
か
な
か
会
え
な
い
。

サ
ト
シ
も
で
き
る
だ
け
調
整
し
よ
う
と
は
し
て
く
れ
て

い
る
み
た
い
だ
け
ど
、

こ
の
時
期
は
出
動
の

数
も
増
え
る
ら
し
く

て
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合

わ
な
い
。
お
互
い
に

満
た
さ
れ
て
い
な
い

思
い
が
募
る
。
こ
れ

は
き
っ
と
神
様
が
く

れ
た
ご
褒
美
。
一
生

懸
命
働
い
て
い
る
の

だ
も
の
。

　

そ
れ
な
ら
ば
、
で

き
る
だ
け
そ
ば
に
い

て
サ
ト
シ
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
た
い
。

　

先
生
は
他
の
救
急
隊
員
の
人
と
患
者
さ
ん
の
こ
と

を
話
し
て
い
る
し
、
近
づ
く
な
ら
今
。
私
は
サ
ト
シ

に
声
を
か
け
た
。
マ
ス
ク
に
覆
わ
れ
た
端
正
な
顔
。

長
い
睫
。
触
れ
た
い
。

　

業
務
連
絡
を
装
っ
て
喋
り
な
が
ら
、
私
の
こ
と
を

見
つ
め
て
く
れ
る
。
私
は
胸
が
熱
く
な
っ
て
思
わ
ず

言
葉
が
ぽ
ろ
り
。

　
「
サ
ト
シ
」

　

急
に
名
前
を
呼
ば
れ
た
彼
は
た
じ
ろ
い
だ
。

　

我
慢
で
き
な
く
な
っ
て
私
は
サ
ト
シ
の
手
を
握
っ

た
。

　

慌
て
て
振
り
払
う
サ
ト
シ
。
マ
ス
ク
に
隠
れ
て
そ

の
全
て
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
戸
惑
っ
た
表
情
が
チ

ャ
ー
ミ
ン
グ
。
も
し
か
す
る
と
サ
ト
シ
は
う
ぶ
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
可
愛
ら
し
い
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
ん
だ
。
２
人
の
と
き
は
優
し

く
私
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
紳
士
。
真
面
目

に
生
き
て
き
た
か
ら
恋
愛
面
で
は
私
の
方

が
少
し
だ
け
お
姉
さ
ん
な
の
か
も
。
と
言
っ

て
も
私
だ
っ
て
そ
ん
な
に
多
く
の
経
験
は

な
い
け
れ
ど
。

　

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
周
り
に
目
を
や
る
サ

ト
シ
を
見
て
い
る
と
少
し
い
じ
わ
る
が
し

た
く
な
っ
ち
ゃ
う
。

次
号
（
９
月
15
日
付
）
に
続
く

近八尾行進曲

連載小説連載小説㉒㉒

嶋
津
亮
太
（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

近八尾行進曲近八尾行進曲

西
郷
と
月
照
入
水
、
12

月
西
郷
は
奄
美
大
島
に

潜
居
。

　

安
政
４
年
11
月
12
日

の
「
日
記
中
摘
要
」
は

「
夜
、
薩
摩
藩
西
郷
吉

兵
衛
…
、
来
た
り
各
１

泊
、
翌
13
日
夕
方
、
西

郷
・
米
良
江
戸
へ
行
く
」

と
要
点
の
み
記
載
。

　

古
川
薫
著
「
維
新
の
商
人
〜

語
り
だ
す
白
石
正
一
郎
日
記
」

（
毎
日
新
聞
出
版
）
で
は
「
安

政
４
年
の
晩
秋
、
初
対
面
の
西

郷
吉
之
助
と
白
石
正
一
郎
の
お

だ
や
か
な
対
話
が
夜
遅
く
ま
で

つ
づ
く
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

夜
遅
く
ま
で
何
を
話
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
想
像
を
膨

ら
ま
す
と
、
継
嗣
問
題
で
慶
喜

を
推
す
同
志
で
す
か
ら
江
戸
や

京
の
情
勢
分
析
な
ど
に
加
え

て
、
斉
彬
の
命
で
親
し
く
交
流

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
次
の
３

人
に
つ
い
て
西
郷
は
熱
く
語
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

１
人
は
、
尊
崇
す
る
藤
田
東

湖
。
徳
川
斉
昭
の
腹
心
で
水

戸
学
の
大
家
と
し
て
知
ら
れ
、

尊
王
攘
夷
論
を
唱
え
た
人
物

で
す
。
21
歳

も
年
長
の
東

湖
は
西
郷
に

「
幕
府
中
心

の
政
治
で
は

も
う
こ
の
国

は
立
ち
行
か

な
い
」
と
期

待
を
寄
せ
ま

す
が
、
安
政

の
大
地
震
で

屋
根
が
崩
れ

圧
死
。
こ
の

言
葉
は
遺
言

に
な
り
ま
し

た
。

　

２
人
目
の

越
前
福
井
藩
主
・
松
平
春
嶽（
慶

永
）
の
寵
臣
で
開
国
論
を
唱
え

た
橋
本
左
内
は
、
西
郷
よ
り
７

歳
年
下
で
す
が
、
幼
く
し
て
四

書
五
経
の
漢
学
や
蘭
学
を
究

め
、
緒
方
洪
庵
の
適
塾
を
経
て

藩
主
の
懐
刀
に
な
り
ま
す
。
西

郷
は
彼
の
博
識
と
見
識
に
圧
倒

さ
れ
「
吾
れ
先
輩
に
お
い
て
は

藤
田
東
湖
に
服
し
、
同
輩
に
於

い
て
は
橋
本
左
内
を
推
す
。
こ

の
二
人
の
才
学
器
識
は
吾
輩
の

及
ぶ
所
で
は
な
い
」
と
話
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

３
人
目
は
、
継
嗣
問
題
で
一

橋
慶
喜
擁
立
に
向
け
近
衛
家
に

朝
廷
工
作
を
し
て
も
ら
っ
て
い

た
清
水
寺
成
就
院
の
月
照
上

人
。
国
の
将
来
に
つ
い
て
危
機

感
を
抱
く
勤
皇
僧
と
も
い
わ
れ

西
郷
に
と
っ
て
は
心
強
い
存
在

で
し
た
。

　

最
も
西
郷
が
影
響
を
受
け
た

３
人
の
思
想
や
関
心
ご
と
、
思

い
出
な
ど
で
話
が
弾
み
、
一
区

切
り
。居
住
ま
い
を
正
し
て「
あ

な
た
様
に
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま

す
」
と
白
石
は
商
人
に
変
身
し

ま
す
。

　

白
石
正
一
郎
日
記
は
西
郷
隆

盛
と
出
会
っ
た
安
政
４
年
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
維
新
へ
の
道
を

歩
み
だ
し
た
人
び
と
の
足
跡
を

後
世
に
遺
そ
う
と
し
た
の
で

し
ょ
う
。

　

安
政
４
年
の
前
後
の
出
来
事

―
。
安
政
元
年（
１
８
５
４
年
）

３
月
日
米
和
親
条
約
調
印
、

４
月
西
郷
は
斉
彬
と
江
戸
詰

め
、
庭
方
役
に
抜
擢
。
吉
田

松
陰
、
野
山
獄
入
獄
。
同
２

年
（
１
８
５
５
年
）
10
月
江
戸

安
政
の
大
地
震
、
同
３
年
（
１

８
５
６
年
）
11
月
将
軍
家
定
と

篤
姫
結
婚
。
同
４
年
（
１
８
５

７
年
）
６
月
老
中
阿
部
正
弘
病

死
、
11
月
西
郷
は
橋
本
左
内
と

出
会
う
。
同
５
年
（
１
８
５
８

年
）
４
月
井
伊
直
弼
大
老
に
就

任
、
６
月
日
米
修
好
通
商
条
約

調
印
、
７
月
斉
彬
急
死
、
西
郷

の
自
殺
を
月
照
が
止
め
る
。
９

月
安
政
の
大
獄
始
ま
る
。
11
月

初
対
面
の
西
郷
と
白
石

読読
楽楽

帳帳 夢野悠人

書書書

⒃

坂町スケッチ

２

マスターはプリティ・ウーマン

　言葉が思考を定義するというのは、本

当だろうか。私の頭の中でも使われてい

るのは日本語だ。日本語の単語が持つニ

ュアンスや文章構造が、少なからず思考

に影響を与えているというのは正しいよ

うに思う。（23:01・20XX/7/31）

　米中関係が悪化したのは、ついこの間

だったような気がする。日本は、最後

は米国を支持するしかない。その点で

両国の関係悪化を醒めた目で見ていた。

（23:17・20XX/7/31）

　互いの公館の閉鎖が始まると、あとは

雪だるま式に加速した。資産を凍結し、

貿易を止め、互いの国民を追放した。そ

して、互いの言葉を禁止した。（23:41・

20XX/7/31）

　米国大統領が、米国製アプリでの中国

語の使用禁止を宣言した。元々中国国内

からは、Facebook や YouTube に接続で

きなかったので、中国人への影響はそれ

ほど大きくなかった。困ったのは日本人

だ。（23:46・20XX/7/31）

　中国語、つまり漢字が使えなくなった。

大雑把な米国政府は、簡体字、繁体字、

日本の漢字のすべてを禁止した。彼らに

はどれも同じように見えているのだろう

か。（23:50・20XX/7/31）

　そして、Twitter で漢字が使えるのは

今日で終わり。英語は使えるのだが、日

本人としてそこまで譲って良いものなの

か。私は日本語を使い続けたい。（23:54・

20XX/7/31）

　しかし、漢字がない「ニホンゴ」は、

以前と同じ日本語ではない。（23:56・

20XX/7/31）

　日本語が「ニホンゴ」となることで、

私の思考も変わる。（23:56・20XX/7/31）

　たかだか限られたアプリの中だけ

かもしれない。それでも、（23:57・

20XX/7/31）

　ここにいる私は、（23:57・20XX/7/31）

　ワタシになる。（23:57・20XX/7/31）

　私はいなくなる、（23:58・20XX/7/31）

　私はいなくなる（23:58・20XX/7/31）

　私（23:58・20XX/7/31）

　!（23:59・20XX/7/31）

小
説アカ

ウ
ン
ト
が
ト
ウ
ケ
ツ
さ
れ
て
い
ま
す

（00:00

・20X
X
/8/1

）

中
森
臨
時

（
北
河
内
在
住
の
小
説
家
）

自
家
製
麺
１
日〝
50
食
〞限
定

う
ど
ん
温
冷
特
価
500
円
！

東
大
阪
市
下
小
阪
５―

６―

９

昭
和
の
赤
提
灯

楽

☎
０
９
０―

８
３
８
２―

３
３
１
３

※

天
プ
ラ（
エ
ビ
・
と
り
・
ち
く
わ
天
）３
つ
付
き

う
ど
ん
屋
オ
ー
プ
ン
！

楽ラ
ク

近
鉄
・
八
戸
ノ
里
駅
よ
り
徒
歩
５
分

関門人道トンネル（下関より）

33
年
間
、
編
集
発
行
を
継
続

し
て
き
た「
孫
た
ち
へ
の
証
言
」

が
本
年
、
第
33
集
の
発
行
を

も
っ
て
終
刊
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

終
刊
に
至
っ
た
理
由
は
以
下

の
通
り
。

　

①
新
風
書
房
代
表
の
福
山
琢

磨
氏
（
86
）
の
体
調
に
よ
る
も

の
。
本
年
３
月
６
日
、
脳
梗
塞

を
発
症
し
緊
急
入
院
、
40
日
の

入
院
生
活
を
経
て
退
院
し
た

が
、
添
削
や
校
閲
、
編
集
作
業

は
脳
に
負
荷
が
か
か
り
、
疲
労

が
生
じ
る
。

　

②
高
齢
化
で
投
稿
が
少
な
く

な
り
、
今
回
の
応
募
数
は
２
３

９
通
と
公
募
以
来
最
低
と
な
っ

て
い
る
。

　

③
記
憶
違
い
に
よ
る
錯
誤
や

誤
記
の
多
さ
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
、
空
襲

年
月
の
思
い
違
い
や

兵
器
な
ど
固
有
名
詞

の
間
違
い
も
多
い
。

　

福
山
琢
磨
氏
は
「
先

の
戦
争
が
風
化
し
つ

つ
あ
る
の
は
残
念
だ

が
、
終
刊
は
や
む
を
得

ま
せ
ん
。
終
刊
す
る
に

当
た
っ
て
、
２
つ
や
り

残
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
１
つ
は
在
庫
切

れ
の
集
が
多
い
た
め
、

全
冊
揃
う
よ
う
復
刻

出
版
し
た
い
。
も
う
１

つ
は
、
こ
れ
ま
で
の
応

募
原
稿
の
う
ち
、
未
掲

載
は
約
１
万
８
千
通
。

こ
れ
を
生
き
返
ら
せ

た
い
。
貴
重
な
体
験
を

投
稿
く
だ
さ
っ
た
２

万
人
を
超
え
る
方
々
、

ま
た
購
読
さ
れ
、
母

校
や
図
書
館
に
寄
贈

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
へ
感

謝
の
ま
こ
と
を
捧
げ
ま
す
」
と

こ
れ
ま
で
の
投
稿
へ
の
感
謝
を

語
っ
た
。

超元気な加藤めぐみさん
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
第
２
波
が
広
が
る

な
か
、
自
粛
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
大
人
は
我
慢
で

き
る
が
、
子
ど
も
に
と
っ

て
酷
な
状
況
だ
。
マ
ッ

サ
ー
ジ
店
「
ほ
ぐ
し
処　

真
心
」
を
経
営
す
る
吉
岡

正
男
代
表
（
32
）
は
、
そ

ん
な
子
ど
も
た
ち
が
思
う

存
分
楽
し
め
る
よ
う
、
自

宅
（
東
大
阪
市
寿
町
２
―

13
―
17
）
横
の
空
き
地
を

借
り
、
８
月
２
日
に
巨
大

な
野
外
プ
ー
ル
を
備
え
付

け
た
。
８
メ
ー
ト
ル
×
４

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
１
・
３

メ
ー
ト
ル
。
幼
児
か
ら
中

学
生
ま
で
約
20
人
が
プ
ー

ル
に
入
り
、
水
遊
び
を
楽

し
ん
だ
。

　

次
の
日
か
ら
は
毎
日

５
、
６
人
が
学
校
帰
り
に

遊
び
に
来
て
い
る
。

水遊びを楽しむ子どもたち

中央区千日前１―９―９
TEL０７０―３８３２―６８２５
営業時間：17時～
定休日：日曜日

立ち呑み屋 おてんばキッチン

巨
大
な
野
外
プ
ー
ル
で
水
遊
び
楽
し
む

「孫たちへの証言」第33集で終刊

第 33集は定価 1,650 円（税込み）。問い合わせは新風書房（☎ 06-6768-4600）へ



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和２年８月１５日（土）

「
生
ま
れ
て
き
て

「
生
ま
れ
て
き
て

よ
か
っ
た
」と
い

よ
か
っ
た
」と
い

う
幸
福
感
に
包

う
幸
福
感
に
包

ま
れ
て
欲
し
い

ま
れ
て
欲
し
い

ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
を
使
い

ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
を
使
い

災
害
時
の
ラ
ジ
オ
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル

災
害
時
の
ラ
ジ
オ
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

私
の
目
を
覗
き
込
む
よ
う
に
し
て
ス
ベ
ト
ラ
ー

ナ
は
質
問
を
投
げ
か
け
て
き
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
、
バ
ス
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
や
爆

発
事
件
が
多
発
し
て
い
る
け
れ
ど
、
こ
れ
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
し
て
い
る
と
思
う
の
」

　

会
話
文
と
し
て
は
「
？
」
の
付
い
た
疑
問
形
だ

が
、
声
色
か
ら
い
っ
て
こ
ち
ら
に
答
え
を
選
べ
る

雰
囲
気
で
は
な
い
。既
に
答
え
は
決
ま
っ
て
い
る
。

「
い
い
え
」
だ
。
そ
の
後
に
続
く
単
語
は
「
ロ
シ

ア
人
」。
つ
ま
り
、
犯
人
は
ロ
シ
ア
人
だ
と
い
う
。

　

混
乱
時
を
狙
っ
て
国
家
転
覆
を
企
て
る
の
は
プ

ー
チ
ン
の
常
套
手
段
だ
。
２
０
１
４
年
に
ク
リ
ミ

ア
半
島
に
ロ
シ
ア
軍
が
乗
り
込
ん
で
居
座
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
混
乱
し
て
い
る
今
、
プ
ー
チ
ン
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
ひ
っ
く
り
返
そ
う
と
動
い
て
い

る
。

　
「
自
分
の
足
元
が
危
う
い
と
い
う
の
に
、
プ
ー

チ
ン
は
…
」

　

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
が

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
に

唇
を
付
け
な
が
ら
首

を
横
に
振
る
。

　
「
愚
か
だ
ね
」

　

途
切
れ
た
文
章
を

私
が
補
う
と
、
ス
ベ

ト
ラ
ー
ナ
は
小
さ
く

微
笑
む
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

は
こ
ん
な
茶
番
劇
に

屈
し
な
い
わ
。
独
立

心
が
強
い
も
の
。
と

こ
ろ
で
、
縁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
っ
て
知
っ
て
い
る
」

　
「
初
め
て
聞
い
た
」

　
「
１
９
２
０
年
に
ロ
シ
ア
極
東
に
で
き
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
国
家
よ
。
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
が
極
東
共
和

国
を
作
っ
た
と
き
、
極
東
に
住
む
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

た
ち
は
そ
こ
か
ら
脱
し
て
自
分
た
ち
で
国
家
を
建

設
し
た
の
」

　

私
は
言
葉
を
失
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
そ
こ

ま
で
す
る
の
だ
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ボ
リ
シ
ェ
ビ

キ
、
つ
ま
り
ロ
シ
ア
人
を
嫌
っ
て
い
た
と
も
言
え

る
が
…
。

　
「
今
で
も
そ
の
国
家
は
あ
る
の
か
い
」

　

私
の
質
問
に
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
は
悲
し
げ
に
答
え

た
。

　
「
も
う
と
っ
く
の
昔
に
な
く
な
っ
た
の
。
１
９

２
２
年
に
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
に
よ
っ
て
潰
さ
れ
た

わ
。
２
年
半
の
命
だ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
精
神
は

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
よ
」

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
155

受け継がれる緑ウクライナの精神

ウクライナ

行
き
、
櫟れ

き

社し
や

と
い
う
神

社
を
通
り
す
ぎ
た
。
そ

の
樹
木
は
大
き
さ
は
数

千
牛
を
お
お
い
、
百
抱

え
は
あ
り
、
高
さ
は
山

の
よ
う
で
、
刳く

り
舟
を

作
れ
そ
う
な
枝
が

十
数
本
も
あ
る
。

観
に
集
ま
る
者
た

ち
が
市い

ち

を
な
し

た
。

　

弟
子
も
飽
き
る

ま
で
眺
め
、
斧
を

と
っ
て
よ
り
こ
の

か
た
、
こ
れ
ほ
ど

す
ば
ら
し
い
樹
木
は
な

い
と
感
嘆
し
た
。
し
か

し
、
匠
伯
は
振
り
返
り

も
せ
ず
、「
舟
を
作
れ

ば
沈
み
、
棺
を
作
れ
ば

腐
り
、
器
を
作
れ
ば
壊

れ
、
門
戸
を
作
れ
ば
樹

液
が
流
れ
、
柱
を
作
れ

ば
虫
が
食
う
、散さ

ん

木ぼ
く（
不

材
の
木
）
で
、
そ
の
た

め
、
長
生
き
し
て
大
き

く
な
っ
た
ん
だ
」
と

罵
っ
た
。

　

そ
の
夜
、
樹
木
の

霊
が
夢
に
あ
ら
わ
れ
、

　

世
の
中
の
た
め
に
役

立
ち
た
い
と
い
う
の

は
、
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
が
、
な
る
べ
く
用
い

ら
れ
な
い
こ
と
を
め
ざ

し
、そ
の
結
果
、か
え
っ

て
大
用
を
な
し
た
と
い

う
話
が
あ
る
。

匠し
よ
う

石せ
き

が
斉せ

い

の
国
に

「
梨
・
橘
・
柚
子
な
ど

の
文
木
の
果
実
は
実
が

熟
せ
ば
も
ぎ
と
ら
れ
、

大
き
な
枝
は
折
ら
れ
、

小
枝
は
払
わ
れ
る
。
こ

れ
は
な
ま
じ
能
力
が
あ

る
ば
っ
か
り
に
、
生
を

苦
し
め
ら
れ
、
中
途
で

夭
折
す
る
の
だ
。
わ
し

は
、
こ
れ
ま
で
あ
え
て

用
い
ら
れ
な
い
よ
う
に

し
、
や
っ
と
吾
が
大
用

を
な
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

な
ま
じ
っ
か
小
用
を
な

し
た
な
ら
、
今
の
よ
う

な
大
用
を
な
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
お
ま

え
こ
そ
死
に
ぞ
こ
な
い

の
散
人
だ
」と
、か
え
っ

て
罵
ら
れ
た
、
と
い
う

話
で
あ
る
。

※
役
に
立
た
な
い
が
た

め
に
大
樹
と
な
り
、
そ

こ
に
人
が
集
ま
り
、
市

を
な
し
た
と
い
う
。
大

き
な
樹
木
は
見
る
だ
け

で
癒
さ
れ
力
を
与
え
ら

れ
る
。
小
用
を
捨
て
る

こ
と
に
よ
っ
て
大
用
を

得
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
材
は
人
材
で
樹
木

の
話
は
人
の
話
で
も
あ

る
。

小
用
を
捨
て
大
用
を
得
る

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自
粛
生
活

中
に
〝
積
読
〞
と
化
し
て
い

た
、
読
ま
ず
に
本
棚
に
眠
っ
て

い
た
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
た

人
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
私

も
そ
の
１
人
で
、
直
接
会
え
な

く
な
っ
た
友
人
た
ち
と
リ
モ
ー

ト
で
本
の
話
に
も
な
っ
た
。

　

改
め
て
宇
宙
旅
行
に
持
っ
て

い
く
１
冊
を
頭
の
中
の
本
棚
か

ら
探
し
て
い
る
と
、
歴
女
で
あ

る
私
は
「
時
空
を
超
え
て
平
安

時
代
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
思

う
こ
と
は
あ
っ
て
も
「
大
気
圏

を
抜
け
て
宇
宙
に
行
っ
て
み
た

い
」
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も

な
い
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

　

飛
行
機
を
使
わ
ず
に
陸
路
で

移
動
す
る
こ
と
に
ロ
マ
ン
を
感

じ
て
い
る
私
が
、
宇
宙
ロ
ケ
ッ

ト
に
乗
る
こ
と
な
ん
て
想
像
も

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
宇

宙
旅
行
へ
の
ロ
マ
ン
を
全
く
無

視
し
て
真
面
目
に
考
え
た
。

　

ま
ず
宇
宙
へ
は
、
温
泉
旅
行

の
よ
う
に
１
泊
２
日
で
帰
っ
て

は
来
れ
る
は
ず
な
い
か
ら
分
厚

い
本
が
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
も

全
て
の
も
の
が
浮
く
の
で
そ
の

分
厚
い
本
を
手
に
持
た
ず
に
読

む
こ
と
も
可
能
な
の
が
魅
力

だ
。
も
う
あ
れ
し
か
な
い
。

　

一
番
最
初
に
浮
か
ん
だ
本
は

「
広
辞
苑
」
だ
っ
た
。

　

辞
書
と
し
て
使
う
の
で
は
な

く
、
読
み
物
と
し
て
。
言
葉
の

ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
を
増
や
す
た

め
に
は
最
高
だ
。

　

地
球
に
無
事
生
還
し
、
感
想

を
聞
か
れ
た
と
き
に
「
や
っ
ぱ

り
宇
宙
に
行
っ
た
人
は
違
う

ね
」
と
思
わ
れ
る
、
気
の
利
い

た
一
言
を
言
う
た
め
に
も
、
読

破
し
て
帰
っ
て
き
た
い
。

野
田
裕
子
（
旅
行
作
家
）

推薦図書を募集中！　東大阪新聞メールへ contact@higashiosaka-n.com

　宇宙空間を旅しながら読むのに適した本を紹介しています。宇宙旅行
は夢物語ではなく、現実のものとなっています。いつかあなたも宇宙へ。
１冊の本をお供にして。

宇宙旅行に持っていきたい１冊  宇宙旅行に持っていきたい１冊  6
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岩波書店

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
上
本
町

で
「
荘
子
を
読
む
」
開
講

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授

大
形
　
徹

荘
子
と
語
る

荘
子
と
語
る    

二二

　日本ウクライ
ナ文化交流協会
政治担当部長の
グレンコ・アンド
リー氏（写真）が
３冊目の本「日
本を取り巻く無
法国家のあしら
い方」（育鵬社）を
出版した。これ
を記念して講演会が開催される。
日時　９月 22 日（火・祝）
　　　14 時～ 16 時
会場　大阪市立総合生涯学習セ
ンター・第１研修室
（大阪駅前第２ビル５階、☎ 06-
6345-5000）
会費　会員 1,000 円
　　　ビジター 2,000 円
主催・申込　日本ウクライナ文
化交流協会（☎ 072-926-5134）

映画「赤い闇～スターリン映画「赤い闇～スターリン
の冷たい大地で」の冷たい大地で」

　1933 年のホロドモールを描い
た力作。アグニェシュカ・ホラ
ンド監督作品。８月 14 日から全
国でロードショー。

将軍柏（樹齢 4500 年）少林寺（筆者撮影）

爆笑！スーパーライブ 2020
あれから 40年～　　　　　　　　　　　
中高年の皆様を笑いの渦に巻き込みます！

日　程　令和 3年（2021年）1月24日（日）
　　　　14：00～開演（13：00開場）
会　場　八尾プリズムホール
参加費　S 席 5,800 円　A席 5,300 円（※18歳未満は入場不可）
お問い合わせ　プリズムホールチケットカウンター

綾小路きみまろ

羽曳野店：〒583-0866　羽曳野市埴生野1148-3 0120-1212-94
お気軽にご相談ください

水曜
定休

わんにゃんわんにゃん　　く  よ  う

ペットちゃんの
永代供養墓
ペットちゃんの
永代供養墓

中央環状線

道和
阪

道の駅
しらとりの郷

美原ロータリー

下黒山

中央環状線

道和
阪 美原ＪＣＴ GS ジョーシン

霊園看板

ニ
ビ
ン
コ

美原東ロイヤルメモリアルパーク

年４回の合同供養会

走
っ
て
い
る
と
歩
行
者
や

他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の

注
目
度
も
抜
群
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
や
水
害
な
ど
が
全
国
的

に
多
発
す
る
な
か
、「
災

害
時
の
ラ
ジ
オ
の
重
要

性
」
が
再
認
識
さ
れ
、
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

八
尾
の
情
報
を
き
め
細
か

く
発
信
す
る
Ｆ
Ｍ
ち
ゃ
お

か
ら
情
報
を
得
て
も
ら
う

た
め
に
、
日
頃
か
ら
の
Ｐ

Ｒ
を
担
う
こ
と
と
な
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
取
材
移
動

に
Ｐ
Ｒ
カ
ー
を
使
用
す
る

と
と
も
に
、
地
域
行
事
な

ど
に
も
出
向
き
、
子
ど
も

た
ち
と
の
記
念
撮
影
や
会

　

八
尾
市
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
「
Ｆ

Ｍ
ち
ゃ
お
」（
79
・
２
Ｍ

Ｈ
ｚ
）
で
は
、
こ
の
た
び

地
元
童
画
家
の
徳
治
昭
さ

ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ラ
ジ
ラ
（
Ｒ
ａ
ｄ
ｚ
ｉ

ｌ
ｌ
ａ
）」
で
ラ
ッ
ピ
ン

グ
し
た
Ｐ
Ｒ
カ
ー
を
デ

ビ
ュ
ー
さ
せ
た
。

　

Ｐ
Ｒ
カ
ー
は
、
フ
ォ
ル

ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
ニ
ュ
ー

ビ
ー
ト
ル
の
オ
ー
プ
ン

カ
ー
を
ベ
ー
ス
に
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

車
体
全
体
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ

し
て
い
る
た
め
、
街
中
を

場
内
で
の
試
乗
も
受
け
付

け
る
。
今
後
さ
ま
ざ
ま
な

催
事
会
場
で
Ｆ
Ｍ
ち
ゃ
お

を
Ｐ
Ｒ
す
る
だ
け
で
な

く
、「
災
害
時
の
ラ
ジ
オ

の
重
要
性
」
も
訴
え
て
い

く
予
定
だ
。

【問い合わせ】
やおコミュニティ放送
業務部担当 : 鈴木、松本
八尾市光町 2―3
アリオ八尾 2F
TEL072―990―1110（代表）

ラジラ（Radzilla）でラッピングした PRカー

築
城
さ
ん
は
「
離
婚
し
て

も
パ
パ
と
マ
マ
」
と
強
調

す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
、「
ス

テ
イ
ホ
ー
ム
」
す
る
よ
う

に
な
っ
て
離
婚
す
る
夫
婦

が
増
え
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
コ
ロ
ナ
離
婚
だ
。

　

両
親
の
離
婚
に
よ
り
、

子
ど
も
は
大
き
な
喪
失
感

に
襲
わ
れ
る
。
そ
の
上
、

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
母

親
が
子
ど
も
を
父
親
に
会

わ
せ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く

　

株
式
会
社
ハ
ッ
ピ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
離

婚
後
の
子
ど
も
の
養
育
に

つ
い
て
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、共
同
教
育
サ
ポ
ー
ト
、

面
会
交
流
サ
ポ
ー
ト
、
離

婚
時
の
法
的
サ
ポ
ー
ト
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
相

談
。
離
婚
後
の
親
教
育
講

座
も
開
い
て
い
る
。

　

離
婚
す
る
と
、
夫
婦
の

関
係
は
終
わ
る
。し
か
し
、

子
ど
も
に
と
っ
て
は
親
と

の
関
係
は
変
わ
ら
な
い
。

あ
る
。
会
い
た
く
て
も
会

え
な
い
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

た
ま
ま
大
き
く
な
る
と
、

子
ど
も
の
心
の
成
長
に
大

き
な
影
を
落
と
す
こ
と
に

な
る
。

　

こ
れ
は
絶
対
に
避
け
た

い
。
同
社
で
は
母
親
と
父

親
の
間
に
入
り
、
仲
立
ち

し
、
子
ど
も
が
父
親
と
会

え
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す

る
。

　

父
親
に
会
う
こ
と
で
、

子
ど
も
の
自
尊
心
、
自
己

肯
定
感
が
育
ち
、「
生
ま

れ
て
き
て
よ
か
っ
た
」
と

い
う
幸
福
感
に
包
ま
れ

る
。
幸
福
感
に
包
ま
れ
た

子
ど
も
は
真
っ
直
ぐ
に
成

長
し
、
社
会
人
と
し
て
一

人
立
ち
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
会
員
を

含
め
約
50
人
が
参
加
し
、

築
城
さ
ん
の
話
を
熱
心
に

聞
い
た
。
参
加
し
た
東
大

阪
市
在
住
の
大
竹
口
聡
美

さ
ん
（
46
）
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
友
だ
ち
を
誘
っ
た
の
で

す
が
、
と
て
も
喜
ば
れ
ま

し
た
。
私
自
身
、
勉
強
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
た
。

　

八
尾
市
倫
理
法
人
会
（
岡
巌
会
長
）
主

催
の
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー
「
コ
ロ
ナ
禍
で
見

え
て
き
た
家
族
の
つ
な
が
り
〜
倫
理
で
気

づ
い
た
こ
れ
か
ら
の
家
族
の
カ
タ
チ
」
が

７
月
31
日
に
八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム

ホ
ー
ル
会
議
室
１
（
八
尾
市
光
町
２
）
で

開
か
れ
た
。
つ
い
き
社
会
保
険
労
務
士
事

務
所
代
表
で
株
式
会
社
ハ
ッ
ピ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
代
表
取
締
役
の
築
城
由
佳
さ
ん

（
42
）
が
講
師
を
務
め
た
。

マスクを着けて講演する築城由佳さん

八尾市倫理法人会主催

コロナ禍で見えてきた家族のつながりコロナ禍で見えてきた家族のつながりコロナ禍で見えてきた家族のつながり

離婚してもパパとママ離婚してもパパとママ離婚してもパパとママ
株式会社ハッピーシェアリング代表取締役　築城由佳さん

85
―
16
＝
は
今
年
30
周
年

を
迎
え
る
。
北
畑
英
樹
さ

ん
（
76
）

＝
写
真
＝

が
４
代
目

理
事
長
に

就
任
し
て

11
年
目
。

一
番
長
く

理
事
長
を

務
め
て
い
る
。

　

本
業
は
児
童
精
神
科

医
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
講
演
が
人
気
で
、
全
国

を
飛
び
回
る
。
そ
れ
も
そ

の
は
ず
、
上
方
落
語
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
で
林
家
染
丸
に
弟

子
入
り
し
、「
あ
や
し
や

小
丸
」
と
し
て
の
顔
も
持

つ
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
落
語
を

作
っ
た
り
、
り
ん
ご
寄
席

を
定
期
的
に
開
催
し
た
り

と
精
力

的
。

　

同
セ
ン

タ
ー
の
こ
れ
か
ら
の
活
動

方
針
を
聞
く
と
、「
外
国

の
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

一
般
の
人
た
ち
が
時
間
を

共
有
し
、
同
じ
空
間
で
過

ご
せ
る
交
流
の
場
・
憩
い

の
場
を
作
り
た
い
」
と
笑

顔
で
答
え
た
。

公
益
財
団
法
人
八
尾
市

公
益
財
団
法
人
八
尾
市 

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
3030
周
年
周
年

　

公
益
財
団
法
人
八
尾
市

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｙ

Ｉ
Ｃ
）
＝

八
尾
市
旭

ケ
丘
５
―

時
間
と
空
間
を
共
有
憩
い
の
場
を

イ ベ ン ト 情 報
グレンコ・アンドリー氏グレンコ・アンドリー氏
３冊目出版記念講演会３冊目出版記念講演会

ル
出
版
か
ら
上
梓
し
た
。

逍
遥
遊
は
「
荘
子
」
内
篇

の
篇
名
。
大
き
な
魚
が
大

き
な
鳥
へ
と
身
を
変
え
、

半
年
も
の
間
２
万
里
の
高

さ
を
飛
び
続
け
る
と
い
っ

た
壮
大
な
話
か
ら
始
ま

る
。

　

豊
中
市
市
民
活
動
「
杏

☆
漢
方
セ
ミ
ナ
ー
」
を
主

催
す
る
薬
剤
師
、
山
下
る

み
子
さ
ん
（
68
）
が
こ
れ

ま
で
書
い
て
き
た
漢
方

エ
ッ
セ
イ
に
加
筆
し
て

「
逍
遥
遊
〜
東
洋
の
教
え

に
学
ん
で
」
を
ド
ニ
エ
プ

　

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
上
本

町
で
開
か
れ
て
い
る
講
座

「
荘
子
を
読
む
」（
講
師
：

大
形
徹
大
阪
府
立
大
学

名
誉
教
授
）
に
通
う
ち
、

山
下
さ
ん
は
す
っ
か
り
荘

子
の
世
界
に
魅
せ
ら
れ
、

書
名
を
「
荘
子
」
か
ら
取

る
こ
と
に
し
た
。「
人
間

は
大
自
然
の
中
の
生
命
の

一
つ
に
た
ど
り
つ
く
ま

で
」
と
大
形
名
誉
教
授
は

本
書
に
推
薦
文
を
寄
せ
て

い
る
。

　

山
下
さ
ん
は
自
然
と
共

に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ

を
一
貫
し
て
説
い
て
い

る
。
包
み
込
む
よ
う
な
優

し
い
言
葉
で
綴
ら
れ
て
い

る
の
で
、
読
者
は
心
地
よ

く
誘
わ
れ
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
真
理
へ
の
道

を
歩
む
こ
と
に
な
る
。

　

本
書
は
Ｂ
６
判
１
８
０

頁
並
製
本
、
定
価
１
、
１

０
０
円
（
税
込
み
）。

「逍遥遊」を持つ山下るみ子さん

「逍遥遊」を上梓
自然と共に生きることの大切さ

薬剤師 山下るみ子さん

Ｆ
Ｍ
ち
ゃ
お
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

Ｆ
Ｍ
ち
ゃ
お
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ラ
ジ
ラ

ラ
ジ
ラ（
Ｒ
ａ
ｄ
ｚ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
）

（
Ｒ
ａ
ｄ
ｚ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
）

Ｐ
Ｒ
カ
ー
デ
ビ
ュ
ー

Ｐ
Ｒ
カ
ー
デ
ビ
ュ
ー
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